
第　１０　回 ぎふ木造塾部会 ～　15時30分

日時 １３時３０分～ 会場

出席者 神山誠副会長 小川太志委員長 村瀬賢一顧問 成瀬幸一相談役 内田実成 桂川麻里

（敬称略） 瀧本実部会長 松岡孝宏副部会長 丸田真 井口直治 田中伸裕 波多野公彦

青年委員会さんより 竹中秀樹 藤原賢幸

1.挨拶 神山副会長よりごあいさつ ２つ大きな事業が終わり、ホッとしています。年度最後の見学ツアー事業へ向けて

頑張っていきましょう。コロナも落ち着きを見せて、マスク着用も自由化。いい感じです。

2.報告 小川委員長より事業研修委員会からの報告

◇各委員会・部会について ２月２日に、賞状・記念品を持って、会長以下５名で学校訪問してきました。

2/20予定 建築士の日フェスティバル、建築甲子園事業、建築関係講習会、建築相談部会、

応急危険度判定士派遣部会、専攻建築士制度事業、講習会事業、運営事業、

建築技術講習会事業、瑞浪市大湫宿プロジェクト ３月の見学会呼びかけもしました。１８名参加意向！

3.会議 12月講義を終えて・１月講義確認事項・参加者状況・参加呼びかけ分担・３月見学会準備報告

アンケート・アジェンダ・事務局案内

講義１＋見学会：　「カガミハラパークブリッジ」を中心とする講義＋見学会 交渉担当：村瀬さん

（9月3日延期） タイムスケジュール 12:50 集合 講師との昼食は、11時30分ロビー集合

↓ 13:00 解錠・準備 昼食は、委員全員参加予定。ビュッフェ形式

令和5年1月28日　決定 13:45 受付開始 テーブル配置確定。

14:00 開始・挨拶

14:10 岐阜県県産材流通課 中島様よりご講演

カギの受け渡し場所変更 14:30 飛騨五木 井端様よりご講義

プロジェクターの受け渡し場所変更 15:10 Tab 河合様よりご講義

15:50 施設へ移動

16:00 施設見学　　先生お二人にそれぞれ見学者を付けて、２つにわかれる

17:00 解散　（以降の時間帯での自由見学は可能か）

17:30 各務原駅周辺意見交換会（井端様、河合様と）

参加予定人数 40名～50名 現在全４０名程。最終段階、参加の声掛けしましょう。

開催日 令和5年1月28日（土）

講義場所 各務原産業文化センター　　施設振興公社　058－３７１－２８４６

第3会議室　利用枠　13:00～17:00

受講料 一般　1000円（入館料400円含む）

学生　０円＋０円（入館料士会もち）

事務局 受講料を講義の時に頂戴する。領収書必要。入館料は予め支払っておく。

謝礼 講義いただく時間で、一律の50,000円（税別）を割ってきたので

飛騨五木 井端さん（40分）　25,000円（税別）

＋交通費 1000円

Tab 河合さん（40分）　25,000円（税別）

＋交通費 1000円

施設側へは、入館料として支払う　　手土産は渡す（用意：瀧本）

集合場所 上記　「講義場所」

集合手段 各自　　直近のＤＭヘ駐車場の明記、最寄駅情報の明記

周辺イベントに注意。駐車場で立ち往生。駐車場探し難民

岐阜県林政部県産材流通課より、中島様・古田様 交渉担当：瀧本

タイムスケジュール 上記をご了承

講演内容 カガミハラパークブリッジと県との関わり合い

県産材流通課と建築士会との関係構築、流通課側からのシステム構築

謝礼 なし 手土産は渡す（用意：瀧本）

昼食予約　懇親会予約　15人ほどを想定して、お願いします。（夜担当：松岡副部会長）（昼：瀧本）

手土産予約しておきます。（瀧本）

事業研修委員会　ー　ぎふ木造塾部会　　　　議題　・　議事録

令和５年２月１０日（金） ふれあい会館４０１

会議内容

またまた大成功で終える事ができました。 

ありがとうございました。 

お疲れさまでした。 

 

１月講義を終えて・・・ 

・先生がざっくばらんで聞きやすく分かりやすかった。参加型になった。 

・学生さんが多かった。会場へ来やすかったことがよかったのかと。電車や送り迎え 

・１２月も含めて、「体験して聞く」「聞いたものを見る」ことで、学びが深くなっていい。 

・学生へのアプローチ・案内が遅かったことが反省点。 

・講師のセレクトは重要と感じた。地元の方で、親しみやすい。「学生ー講師」の対話の姿が見学先の場所で

もみられた。 

・９月３日のキャンセルの時の事前準備がうまくいき、当日の準備に余裕があってよかった。事前に設定した

内容の見取り図記録が良かった。お昼を３０分早めたのが良かった。 

・「体験型」「参加型」が学生にはうける様で、青年委員会の建築文化講演会では、学生が模型を持ち寄り、

先生に意見を聴く姿がすごくよかった。先生も真剣に応えてくれていた。 

・募集をかける時に、これまで参加してもらった学生さんへＤＭを送るといい。ぎふ木造塾のメーリングリス

トに限らず、「建築士会」として青年も事業研修も含めた参加者リストで、ご案内できるといい。 

・隣県へも情報共有できるといい。 

 

瀧本が最近思ったことの一つですが、愛知建築士会さんとの共演・交流も楽しいのではと。。 

愛知に木造塾が存在するか知らずにおりますが、愛知と交流することで、愛知の建築士だけでなく、愛知の学

生とも交流が深くなり、岐阜の建築士・岐阜の学生も参加意欲が増してくるのではないかと思った事を記載さ

せていただきました。岐阜から愛知への人財の放流が気になる昨今ですので、逆に愛知から岐阜へ引き戻すく

らいの活発化ができると、非常にいい流れになると感じますのと同時に、「分母」が約1500人（岐阜の建築

士＋学生）から約6000人（岐阜・愛知の建築士＋学生）となりますことも、魅力と感じました。賛否両論あ

ると思われますので、まずは記載まで。 



アンケート用紙　最新版へ。石田さんへ送付お願いします。（担当：桂川さん、波多野さん）

岐阜県資料　講演内容追加修正を聞き取りしておきます。（瀧本）

青年委員会より、竹中様、藤原様ご参加くださいます。会の終了後、士会の備品は、全て青年委員会さんへお渡し。

講義２＋実験：　木材と火の付き合い方、「焼き杉」青空講義 交渉担当：桂川さん

（12月17日決定）タイムスケジュール 11:00 集合・焼き杉準備・会場準備・先生お迎え

11:30 講師との昼食 仕出し弁当（4階会場にて）、　全員

講義　→　実験？ 12:30 焼き杉会場準備

○　実験　→　講義？ 13:00 受付開始 １階エントランス EV前

13:20 開始・会長ご挨拶（外 着車バース）

＜消防確認＞　　強風の場合は、中止 13:30 桜設計集団安井様よりひとこと

乾燥時期による地域火災延焼の惧れから 焼き杉体験

瑞穂消防署長へ届出書ＯＫ 14:30 移動しながら、板蔵ファクトリー見学　引率者2名希望

15:00 ご講義 壁面スクリーン

瑞穂市教育委員会へ 16:20 質疑・応答

　利用許可申請書ＯＫ 16:30 挨拶・終了

17:00 （タクシー出発）

18:00 岐阜駅前意見交換会（安井昇先生と）

安井先生は、宿泊されません。

参加予定人数 30名～60名 現在２５名。12/5で打ち切ります。ＨＰに掲載。

開催日 12月17日（土） +木造塾メンバー+ﾔﾏｶﾞﾀﾔ産業さんら

講義場所 ヤマガタヤ産業　板蔵ファクトリー 担当：瀧本

駐車場 ４０台～５０台　ＯＫ 駐車場誘導はヤマガタヤ産業さん2名

材料・道具持ちの車は、板蔵ファクトリー敷地内の駐車場へ

椅子 椅子は参加人数分確保　ＯＫ、　デスクは不足のため無し（最前列のみ）

準備品 焼き杉用杉板 寸法・数量確認 担当：桂川さん

製作・用意 担当：丸田さん ラフソー希望

　　　　杉板：t15以上×170×2000（3000）×9枚

PB・木・ガラス 仕様確認 担当：桂川さん

製作・用意 担当：村瀬さん、桂川さん

台座、 試験体 t15以下×300×300

PB12.5、木板12（針葉樹）

ダイライト9、ガルバ、（サイディング）

道具類 担当：神山副会長、村瀬さん、桂川さん、内田さん

鎌、ＣＢ、ワラ縄、新聞紙、着火バーナー、表面温度計

脚立×４、渡し材×３、メッシュ×３、ベビーサンダー

消化バケツ、消火器

受講料 一般　 1000円

学生　０円

謝礼 50,000円（税別）＋交通費　＋宿泊費

宿泊なし

集合場所 ヤマガタヤ産業　板蔵ファクトリー１階エントランス

集合手段 各自。　タクシー。（必要に応じて参加者へ。チラシに掲載は無し）

仕出し弁当予約　15人ほどを想定して、ヤマガタヤ産業さんへお願いします。11時30分事前懇親会誌（担当：瀧本）

杉板の用意をお願いします。15ｍｍ以上×170×２ｍ（３ｍ）×９枚（担当：丸田さん、このころなら動けるようになります、ご報告）

追加）焼き台の製作しています。（担当：村瀬顧問）

講義会場のセッティングをヤマガタヤ産業さんへお願いしておきます。詳細は、人数が決まり次第。（瀧本）

青年委員会の皆様より、5名ご参加されます。懇親会・忘年会へも参加。

夜のセッティングを、予定16名～20名でお願いします。岐阜駅周辺にて。安井先生は、懇親会後帰路。（担当：内田さん）

第3案：　大阪方面見学会 担当：丸田さん、成瀬さん

（3月23日で決定）岐阜駅じゅうろくプラザ　～　大阪木材仲買会館　～　ラ コリーナ近江八幡　～　岐阜駅

大成功で終える事ができました。 

皆様の素晴らしい協力体制が、あってのことです。 

  先生との対話・準備をありがとうございました。 

  会議での活発な意見をありがとうございました。 

  確認不足部分の補填的提案をありがとうございました。 

  実験用の道具・資材の調達をありがとうございました。 

  参加者は総勢60名。呼びかけありがとうございました。 

  当日の参加者へのフォローありがとうございました。 

  各、担当を全ういただきました、ありがとうございました。 

       兎にも角にもお疲れさまでした。ありがとうございました。 

 

１２月講義を終えて・・・ 

・雨が降ったことでバタバタとしましたが、そんな困難な中でも実験で着火できて良

かった。 

・建築士会ＨＰへのアップ完了しています。 

・参加型の勉強会は、とてもよかった。座学とバランス良くやっていきたい。 

・体験型は、若い子にとってすごくいい。 

・Ｙ産業さんのＣＭが長かった。（苦笑） 

・次を思うと、どうしようか考えなくては。リピーターをつくる工夫をしたいです。 

・最近、乾燥期とともに木造がよく燃えている。出火原因が追跡できるといい。 

・学生の参加が２人だけだった。会場へのアクセスの不便さが要因かも。 

・学生の送迎については、責任の所在からして今後は避けた方がいい。 

 

幾分課題がでておりますが、より良い勉強会となりますように、皆様と改善の方向へ

進んで行けたら幸いです。宜しくお願い致します。 

士＋学生）から約6000人（岐阜・愛知の建築士＋学生）となりますことも、魅力と感じました。賛否両論あ

ると思われますので、まずは記載まで。 

 

3月も皆様にとってすごくいい会となりますこと、期待しております。 



青年委員会さんへ声掛け 士会ＨＰで参加呼びかけ、学生へチラシで呼びかけ

バス１台貸切（定員45名）

見学・撮影・動画作成・動画アップなどの計画策定をみんなで考えましょう。

＜参加費設定＞　学生：2,000円、　　一般：5,000円

タイムスケジュールはほぼ確定。（担当：成瀬相談役、丸田さん）

日程の見直しで3月23日で決定。行き先施設、建築説明者、バス予約確認済み。（担当：成瀬相談役、丸田さん）

学生への呼びかけ方法として、チラシ作成を1月28日に間に合わせて、参加者への配布。学校への郵送。

学生とのバス内質疑応答、建築甲子園の楽しさ報告、建築甲子園＋12月講義参加の2人は招待（無料）。

文化講演会VTR（藤森先生）を流していく。（竹中さんよりデータを拝受。1月13日）

チラシ作成後、青年委員会の皆様へ参加される方の聞き取りをお願いします。（竹中さん、藤原さん、お願いできますか）

ラコリーナ建築的な現地説明の依頼は可能でしょうか。（次回の議題となります。）

旅程を含めたチラシ作成（担当：松岡副部会長）

各担当を割り振りました。（別紙ご参照ください）

23日のバス内交流を含めたタイムスケジュールを作成する（瀧本）

設計士の方々は、首から名札をぶら下げて、学生さんが声をかけやすくするといい。担当業種別でカラー分け。

お茶の用意。人数分＋α

参加者へのメール本文に、「集合時間厳守」「緊急連絡先（任意）」を入れてもらう。（石田さん）

紹介カードを作り直したい。参加される建築士皆さんに作ってもらう。

バスの座席表、補助席の有無は？

見学先の資料作成。見学先でいただけるものを確認。見学先で説明いただけるか確認。説明して欲しい。

アンケートの説明は、受付でやってもらう。

建築甲子園に参加された学生さんには、ツアー料金は「ご招待」の形をとることで決定。（石田さん）

学生さんは、設計士としての実務を知りたがっている。学生さんと対話の形をとれることが最良策。

建築相談センター古田さん、歩設計吉田さんなどにお伺い。

第1案～第3案　実行予算組み

担当：瀧本 現段階で予算との差異は６万円オーバー。

講義 見学会

4月12日実施 講師選定 見学場所選定

4.連絡事項 →　3月23日現時点参加状況 5月17日実施 講師交渉・役割分担

　　　学生18名＋一般０名＋部会員等15名 6月14日実施 チラシ草案 役割分担

7月13日実施 チラシ作成 チラシ作成

バス内でのアンケートの結果を踏まえて、次年度計画 8月19日実施 チラシ配布 チラシ配布

を立てる事とする。 9月3日実施 講義①延期 延期案固め会議

「見たい建築物」から、誰が設計したのか調査。 10月21日実施 チラシ配布 役割確認

建築相談センターの古田さんに岐阜の全般をお話 11月24日実施 参加者増員策 役割確認

いただくことも視野に。 12月17日決定講義② 実験・懇親会

1月13日決定 参加者増員策 役割確認・次年度構想聴取します

5.次回 第１１回　木造塾 1月28日決定 講義① 見学・懇親会

令和　５年　　３月　　１３日　　　（　月　） 2月10日決定 次年度構想聴取 役割確認・参加者呼びかけ

会場 建築士会事務局会議室 3月13日決定 決定はｱﾝｹｰﾄ参照に進行役割確認・参加者確定

１３：３０～１５：３０ 3月23日で決定0 見学会②

予算書633,000円

支出：232,500.-


